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令和３年７月１０日発行

７月１０日は「なっ（７）とう（１０）」の語呂合わせにちなんで納豆の

日という記念日に制定されました。納豆といえばネバネバした糸を引くの

が特徴ですが、農林水産省食品総合研究所の実験によると、納豆はかき混

ぜるほどに旨み成分が増えるそうです。実際に・・・旨み成分であるアミ

ノ酸は100回だと1.5倍・200回だと2.5倍に増え、甘味成分では2.3倍

～3.3倍になることが証明されています。同じ食べるならよりおいしく食

べた方が、と考える方は是非お試しください。

７月と言えば「七夕」ですよね。天の川を隔てて引

き離された織姫と彦星が年に一度、再開を許される

日とされています。願い事を書いた短冊などを笹竹

に吊るして飾る「星まつり」として全国で親しまれ

ています。その短冊に願いを書く時、実は「〇〇で

きますように」ではなく「健康な体で過ごす！」な

どの「言い切り」の書き方のほうが、より願い事が

叶いやすいとされているそうですよ。

そして、今年もなごみに立派な笹が到着♪

事前にレクリエーションで作って頂いていた「七夕飾り」

と共に、願い事を書いた「短冊」を笹に括り付けて飾りま

した✰ 夏の風物詩がひとつあるだけで涼しげな雰囲気が

出て、入所者様にも大変好評でしたよ。

2021年の「土用の丑の日」は7月28日（水）だそうです。土用は季節ごとにあるの

ですが、夏の土用は体調を崩しやすい時期のため特に重要視され、土用といえば夏の土

用を指すようになりました。食欲が落ちがちな夏の丑の日には「う」のつく食べ物で食

い養生をするのが昔からの風習だそうで、ウナギは疲労回復に効くビタミンAやビタミ

ンB群、エネルギー源となる脂質をたっぷり含む滋養に富んだ食材です。ウナギ以外に

も、梅干しなどの「う」のつくものを食べて夏バテ予防をして、皆さんも疲れを癒やし

てみてはいかがでしょうか。なごみのお食事メニューにも、当日には「ひつまぶし」を

ご提供させて頂く予定となっております。皆さんが喜んでくれますように…。


